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人とペットの江戸時代 

皆さんは、ペットを飼ったことはありますか。現在、ペットを飼っている人、またはこれま
でにペットを飼ったことがある人、少なからずいるのではないでしょうか。クロスマーケテ

ィングによる 2024 年度の調査によれば 28.6％の人が現在ペットを飼っているという調査結
果も出ています。犬や猫、鳥など実に様々な動物が私たちの生活の一部となり、家族の一員と
してともに暮らしています。 

 
今月紹介するのは、先日町図書室に配架しました『動物たちの江戸時代』です。本書では、

江戸時代の人間と動物の関わりを多角的に取り上げています。私たちの生活の中に密接に関
わっている犬や猫などのペット文化ですが、江戸時代における人と動物の関係はどうだった
のでしょうか。 

 
江戸時代も、現在に負けず劣らずで、ペットブームであったようです。８代将軍徳川吉宗

も、ベトナムから象を取り寄せ、一時期浜御殿（現・浜離宮恩賜庭園）で飼っていたという記
録も残っています。さすがに一般庶民にはそのような大規模なペット飼育はできないものの、
江戸時代の人々は、現在の私たちと同じように小動物を自宅で飼育したり、野良犬・野良猫と

共生していました。 
 
私たちがペットと聞いてまず思い浮かぶのが、犬と猫ではないでしょうか。犬に関しては、

「食べられる動物」としての側面を持ち合わせていました。現代人より「飢餓」にという存在
に近いところにいた江戸時代の人々は、自ら生きるために動物の殺生をしなければならなか
ったのです。５代将軍が発令した動物愛護令である「生類憐みの令」を契機に、特に犬は「食
べられる動物」から「かわいがられる動物」へと変化していったと言われています。江戸時代
の終わりになると「江戸名物伊勢屋、稲荷に犬の糞」という言葉が残っているように、江戸で
暮らす人々にとっても犬は大変なじみ深い身近にいる動物になりました。江戸時代の遺跡で
犬の骨が出土した際、寛永通宝が一緒に納められていました。人
間でいう「六文銭」のことでしょうか。銭一枚が犬の体の中心に
置かれていたという記録もあります。飼い主の犬に対する愛情が
感じられる発掘事例です。 

 
また、猫も犬同様ペットとして人気のある動物でした。江戸城

の大奥でも猫が飼育されており、篤姫こと天璋院が飼っていた猫
の餌代に莫大な費用が掛かっていたという記録も残っています。 

 
本書では、今回紹介しました犬や猫と人との関係の他にも、鳥、

鯨など様々な動物との関わりについて触れられています。ぜひ、
手に取ってみてください。人と動物の関係について、新たな発見
があるかもしれません。 

 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 



第４２５号           書窓           令和７年５月２７日 
  

- 2 - 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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